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１．東京スカイツリータウンの概要について 



＜計画地施設概要＞ 

所在地  東京都墨田区押上一丁目１番２号 

敷地面積 約３６，９００㎡ 

施設規模  建築面積  約３１，６００㎡ 

        延床面積  約２３０，０００㎡ 

        施設規模  東街区 地上３１階、地下３階 

                西街区 地上７階、地下２階 

        駐車場台数 約１，０００台 バス３０台 

        駐輪場台数 約２，０００台 

事業主体  東武鉄道株式会社 

        東武タワースカイツリー株式会社 

運営会社  東武タウンソラマチ株式会社 

とうきょうスカイツリー駅と押上駅をつなぐ 

東西長さ４００ｍ広さ約３．６９haにおよぶ街区開発 

東京スカイツリータウン開発概要 

１．東京スカイツリータウンの概要について 

【開発スケジュール】 
2008年7月    着工 
2012年2月    竣工 
2012年5月22日 開業 
2017年5月22日  開業5周年 
2017年10月8日  東京ｽｶｲﾂﾘｰﾀｳﾝ来場者 2億人達成 

とうきょうスカイツリー駅 

押上駅 



東京スカイツリー概要 
  タワーの高さ ６３４ｍ 
 施設の内容 
  天望施設 
  東京スカイツリー天望デッキ 
  （レストラン、カフェ、ショップ） 
  東京スカイツリー天望回廊 
  放送施設他 

東京スカイツリータウン施設構成 

東京ソラマチ概要 
 施設規模 
  （SC面積）約５２，０００㎡ 

 主要業種 
  物販店舗、飲食店舗、サービス店舗、水族館、 
  プラネタリウム等 
   （約３１０店舗） 
  イーストヤード  地下３階～１０階、３０・３１階 
  タワーヤード   １階～５階 
  ウエストヤード   １階～３階 

１．東京スカイツリータウンの概要について 

東京ソラマチ 

東京スカイツリー 東京スカイツリー 
イーストタワー 



１  駅ビルにあるファッションビル 
 
２  デパ地下の質感とマルシェの賑わいあふれるフードゾーン 
 
３  都内有数のグルメスポット 
 
４  観光新名所として高感度なスーベニール群 
 
５  1日を楽しむ街（エンターテイメントコンテンツ等） 

  

東京ソラマチの５つの魅力 

１．東京スカイツリータウンの概要について 



２．インバウンドの状況について 



発地の傾向としては、訪日外客数の上位を
占める中国、台湾、韓国等のアジア圏に加
え、アメリカ、オーストラリア、イギリス、フラ
ンスからのお客様も多く来場している。 

国・地域別シェア率（上位10位）の傾向 

▲グラフ２ 国・地域別シェア率（上位１０位）の傾向 

東京スカイツリー来場者調査 
外国人来場者（個人）比率の傾向 

2017年度上半期における外国人来場者比
率は22.0％であり、2016年度上半期20.0％

と比較すると来場者比率は増加傾向であり、
インバウンドによる外国人来場者は堅調に
推移している。 

▲グラフ１ 外国人来場者（個人）比率の傾向 

 ２．インバウンドの状況について 



訪日外国人増加の要因 
【東京スカイツリー】 

●「Fast Skytree Ticket」を2015年2月より販売開始。 

    ⇒休日や行楽シーズン、年末年始など事前購入が困難であり入場機会を逸失していたと思わ 
れる海外からのお客様に向けた、専用カウンター設置による入場券の販売が好調に推移。 

【東京ソラマチ】 

●「免税対応」の強化 

  ⇒個店での免税対応に加え、2017年11月より一括免税カウンターを導入。 

  ※2018年1月現在、免税対応店舗計79店舗 

●「海外認知度の高いショップ」の誘致 

 【免税売上上位】 

  ・ユニクロ・ＡＢＣマート・オニツカタイガー・イッセイミヤケ 

  ・ポケモンセンター・ＬＯＦＴ・マツモトキヨシ・チックタック 

 ２．インバウンドの状況について 



３．多言語対応への取り組みについて 



３．多言語対応への取り組みについて 

（１）案内所・案内スタッフの対応 
 

（２）フロアガイドの多言語化 
 

（３）ホームページの多言語化 
 

（４）館内案内表示の多言語化 
 

（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 
 

（６）インバウンド対応研修の実施 



３．多言語対応への取り組みについて 

【東京スカイツリー】 【東京ソラマチ】 
ＪＮＴＯ（日本政府観光局）より館内インフォメーションが外国人
観光案内所として認定。 

館内スタッフの外国語対応者へのバッジ着用。 

【語学バッジの種類】 

【語学バッジ着用例】 【東京ソラマチ３階５番地 インフォメーション】 

東京スカイツリー館内スタッフ、案内インフォメーションスタッフ約800名のうち、 
約1/3のスタッフが多言語対応可能。 

（１）案内所・案内スタッフの対応 



３．多言語対応への取り組みについて 

【東京ソラマチ】館内インフォメーションでの 

外国人観光客問い合わせＢＥＳＴ５ 

【東京ソラマチ３階５番地 インフォメーション】 

（１）案内所・案内スタッフの対応 
【東京ソラマチ】 

１位 スカイツリー天望台に行きたい！ 
   （入口はどこ？料金は？） 
 
２位 店舗の問合せ 
   （ポケモンセンター・ハローキティージャパン、 
   リラックマストア、どんぐり共和国、ユニクロ） 
 
３位 Wi-ｆi接続方法 
 
４位 空港に戻るにはどうしたら良いか？ 
   （電車、バス） 
 
５位 荷物を預けたい、コインロッカーはどこ？ 
 
その他 浅草に行きたい！桜を見たい！ 
     日本の文化（相撲・歌舞伎）を見に行きたい！など 



【東京スカイツリー】 
パンフレットの多言語化 
※開業時により多くのお客様に対応できるよう 
１７か国語を選定 

【東京スカイツリーパンフレット】 

【東京ソラマチ】 

訪日外国人旅行者向けの情報の多言語化 
※開業時より、英・中・韓の３か国語に対応。 
※2017年1月よりジャパンスーベニアゾーン紹介チラシを多言語化 

【ジャパンスーベニアゾーン紹介チラシ】 【東京ソラマチフロアガイド】 

１番使われている言語＝英語 
１番使われていない言語＝韓国語 

３．多言語対応への取り組みについて 

（２）フロアガイドの多言語化 



【東京ソラマチ】 

３．多言語対応への取り組みについて 

（２）フロアガイドの多言語化 

２０１２年 開業時 フロアガイド 
通常のフロアガイドより「持ち運びやすさ」
を重視したデザインに。 

英語・中国語・韓国語の 
３か国語を作成 

▴韓国語 

◀英語 

▾中国語 



【東京ソラマチ】 【東京スカイツリー】 

英語での閲覧が一番多く、 
中でもチケット料金のページのアクセスが1番。 

  英語・中国語・韓国語の３か国語対応 2016年4月よりタイ語を追加し現在では１8か国語対応 

３．多言語対応への取り組みについて 

（３）ホームページの多言語化 

中国語での閲覧が一番多く、 
中でもフロアガイドページのアクセスが1番。 



【東京ソラマチ】 【東京スカイツリー】 

【東京スカイツリー】【東京ソラマチ】ともに、館内案内表示は統一。 
日本語、英語、中国語、韓国語表記の４言語を基本とし、その他の言語を記載する場合は視認性に配慮。 

３．多言語対応への取り組みについて 

（４）館内案内表示の多言語化 



３．多言語対応への取り組みについて 

ア．コミュニケーション支援シートの活用 

 

イ．訪日外国人向け店舗支援ポップの活用 

 

ウ．コールセンターによる通訳サービスの実施  

 

エ．スカイツリーショップでの多言語対応 

 

オ．個性的な各店舗での多言語対応 

（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 



（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 

ア．コミュニケーション支援シートの活用（表面） 

『スカイツリーの展望台へ 
行きたい。』 

が中でも良く使われている。 

手ぶらで買い物をしたい方が多
く、コインロッカーや 

手荷物預かりカウンターの 
お問合せ合わせが多い。 

開業当初より活用 

３．多言語対応への取り組みについて 

英語・中国語・韓国語の
３か国語対応 



（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 

ア．コミュニケーション支援シートの活用（裏面） 

東京スカイツリーチケットの 
料金の問い合わせで 
使用することが多い。 

複雑なお会計時にも大活躍の 
コミュニケーション支援シート。 

開業当初より活用 

３．多言語対応への取り組みについて 

英語・中国語・韓国語の
３か国語対応 



イ．訪日外国人向け 店舗支援ポップの活用 

（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応について 

３．多言語対応への取り組みについて 

開業当初より活用 



開業当初より実施 
ウ．コールセンターによる通訳サービスの実施 

（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 

３．多言語対応への取り組みについて 

開業時より、英語・中国語・韓国語の３か国語 

通訳サービス お問い合わせの多い内容 

・お店で購入したものを海外配送したい 
 
・購入した商品を返品、交換したい 
  
・購入した商品の説明 
 
・迷子の問い合わせ 
 
・免税対応の可否 
 
・落し物の捜索依頼 
 



問い合わせの多い施設の案内MAPの活用 
（英語・中国語・韓国語の３カ国語） 

問い合わせの多い商品説明の翻訳 
（英語・中国語・韓国語の３カ国語） 

エ．スカイツリーショップでの多言語対応 
（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 

３．多言語対応への取り組みについて 

コンビニや、ファーストフード、銀行、郵便局など 
問い合わせの多い施設を表記し案内時に活用 



外国人観光客に人気の飲食店 
英語でのメニューも個店で対応 

お買い得情報も 
多言語表記 

ゴミ捨ての分別も 
多言語表記 

オ．個性的な各店舗での多言語対応 
※外国人観光客が多い【東京ソラマチ】ならではの各店舗の取り組み。 

（５）東京ソラマチの各店舗での多言語対応 

３．多言語対応への取り組みについて 



専門講師により、外国人お客様のマインド、消費動向、コミュニケーション言語の取得を目的に 
英語編、中国語編、インバウンド対応講習会等、定期的に実施。 

（６）【東京ソラマチ】インバウンド対応研修の実施 

３．多言語対応への取り組みについて 

東京ソラマチ流のおもてなし「粋しぐさ」・「日本らしさ」を諸外国からお越しいただくお客さまにも 
体験いただけるよう、2015年より段階的に[外国人観光客のおもてなし研修］を実施。 

◀㈱日本コンサルタントグループ 
 ㈱太見裕介商業建築研究所による 
 [販売業務における外国人観光客との接し方と、その売り方］研修 
 

◀2017年1月 
【中国語】研修 
※中国語は、中華圏のお
客様が多く来場される、国
慶節や春節前に実施。 
 



４．外国人旅行客の多客時の取り組みについて 



４．外国人旅行客の多客時の取り組みについて 

【東京ソラマチ】 

２０１６年より、春節外国人向け購買促進として「春節ショッピングキャンペーン」を開催。 
春節期間にあわせて、キャンペーン対象店舗でノベルティや割引を実施。 

春節ショッピングキャンペーンの開催 

※2016年より 

▲「春節ショッピングキャンペーン」ポスター ▲「春節ショッピングキャンペーン」コミュニケーション支援シート 



４．外国人旅行客の多客時の取り組みについて 

【東京スカイツリー】 

春節時にはパスポートを提示された中国圏の
お客様にノベルティ（ステッカー）をプレゼント。 
（2015年2月6日～2015年2月26日実施） 

海外行事には共通で「FAST SKYTREE  TICKET COUNTER」の
営業時間の延長や、スタッフ数の拡充による体制を強化 

通常、朝10時から開設を、海外行事にあわ
せて朝9時から開設など臨機応変に対応。 

▲2015年より開設の「FAST SKYTREE TICKET COUNTER」 

春節キャンペーンの取組み 
「スカイツリーショップ」 

約5,000枚配布 



５．今後の取り組みについて 
（２０２０年に向けて） 



 ①館内サインの見直しと強化 
 

 ②サイネージのインバウンド向け活用 
 

 ③おもてなしツールの検討 
 

 ④その他 
 
           ㋑東武鉄道内にインバウンド専門部署を設置 
 
     ㋺東武グループインバウンド戦略の推進 
 

          ・ターゲット国の強化と拡大  ・受け入れ環境の充実 
          ・戦略的な情報発信       ・商品開発と販売チャネルの拡大 
 

         ㋩東京スカイツリーの特別ライティングの実施や浅草との回遊性の強化 
 

５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 



①館内サインの見直しと強化 

２０２０年に向けて、現在４カ国語にて表示されている館内案内表示を、更に多くの外国
人観光客に対応するため、世界共通ピクトの導入を検討。 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

世界共通ピクト例 

▲エレベーター 

▲コインロッカー 

▲お会計 

▲案内所 



③おもてなしツールの検討 

１ 無料公衆無線ＬＡＮサービス「ＴＯＢＵ ＦＲＥＥ Ｗｉ－Ｆｉ」の提供 
 

２ 館内アナウンスの多言語化（英語・中国語の２カ国語） 
 

３ 銀聯カードの全店一括導入（２０１６年６月から） 
 

４ 外貨両替機の設置 
 

５ 一括免税カウンター「ＴＡＸ ＲＥＦＵＮＤ ＣＯＵＮＴＥＲ」開設（２０１７年１１月から） 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

現在の取り組み 



日本初“おもてなしツール”の導入検討 
～新サービス『SEND（センド）』～ 

㈱ダスキン社が㈱インフォアクト社と共同でマットとIT技術を応用した特
許を取得し、その技術を活用した新サービス『SEND（センド）』を開発。 

スマートフォンなどの端末で専用アプリケーションをダウンロードし、マッ
トをスキャニングすることで、店舗ごとの鮮度ある情報が得られるサー
ビスで、インバウンド需要の高まりが予測される東京スカイツリータウン
では、訪日外国人に対する“おもてなしツール”として導入を検討。 

▲『SEND（センド）』のイメージ 

▲『SEND（センド）』利用時の流れ 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

③おもてなしツールの検討 

今後の取り組み検討 



  ㋑東武鉄道内にインバウンド専門部署を設置 
  

  

  

  
  

  

  

  

  

沿線自治体 
観光協会 

  

  

様々なツール媒体を活用し、ターゲット国に情報発信   

ＷＥＢ広告   

ファムトリップ   ＳＮＳ   

ガイドブック   フリーペーパー   

旅行博出展   海外ＡＧＴ商談会   

交通広告   

インバウンド戦略部 
台北支社 

  

台   湾   タ   イ   香   港   中   国   ASEAN   アメリカ合衆国   オーストラリア   ヨーロッパ各国   

東武グループ各社 
観光事業者 
関係省庁 
関係他社 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

④その他 



・受け入れ環境の充実 

言語対応の強化 外国人旅行センター強化 

△東武ツーリストインフォメーションセンター日光リニューアル 

日光・鬼怒川エリア２次交通サイン類の統一、Wi-Fi整備 

△統一後のバスサイン（イメージ） △Wi-Fiサイン 

△グループ横断的な通訳サービスの展開 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

④その他 ㋺東武グループインバウンド戦略の推進 



情報発信の強化～【東京スカイツリー】特別ライティングの実施～ 

オリンピック開会１０００日前にあたる平成２９年１０月２８日に
オリンピックシンボルの５色の特別ライティングを実施。 

パラリンピック１０００日前にあたる、平成２９年１１月２９日に
は、大会組織委員会および東京都による公式イベントを開催
し、パラリンピックシンボルのアギトスカラー（３色）による特
別ライティングを実施。 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

④その他 ㋩東京スカイツリーの特別ライティングの実施や浅草との回遊性の強化 



国際観光都市浅草との回遊性強化 
～『MＩＺＵＭＡＣＨＩ６３４』プロジェクトの推進～ 

墨田区・東京都の基盤整備工事と連動して、２０２０年
開業を目指す高架下空間の開発。 

浅草とスカイツリータウンをつなぐ、東武スカイツリーラインの高架下６３４ｍ。 
東京観光を代表するダブルマーケットに囲まれた好立地。 

年間 各３，０００万人の集客を誇る「浅草」と「スカイツリータウン」の 

２大観光地をつなぐＮＥＷ ＳＰＯＴの誕生 

 ５．今後の取り組みについて（２０２０年に向けて） 

④その他 ㋩東京スカイツリーの特別ライティングの実施や浅草との回遊性の強化 

国際観光都市浅草との回遊性強化～『MＩＺＵＭＡＣＨＩ６３４』プロジェクトの推進～ 


